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有機化学ｾﾐﾅｰ第 2回 

技術営業 清野 智志 
               有機化合物の分類 
１．はじめに 
有機化合物は世の中に多く存在しますが、分子構造、および官能基とよばれる分子団

の種類に従い整理すると、それほど複雑ではない。 
今回のｾﾐﾅｰでは、構造と官能基をもとに分類しどのような特性があるか、また、少し

発展させた結合位置についても説明いたします。 
 
２．分子構造による分類 
１）脂肪族炭化水素 
主鎖となる炭素原子 Cが、線状、または、枝分かれ状に結合しているもの。 
（例）ﾒﾀﾝ、ｴﾀﾝ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、ﾍｷｻﾝ、ﾍﾌﾟﾀﾝなど  
２）脂肪族環状炭化水素 
炭素原子 Cを主とし、環状構造を有するもの 

  （例）ｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、ｼｸﾛﾌﾞﾀﾝ、ｼｸﾛﾍｷｻﾝなど 
３）芳香族炭化水素 
ﾌｪﾆﾙ基（ﾍﾞﾝｾﾞﾝ環）と呼ばれる構造を有する物質 

  （例）ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ 
 

３．官能基による分類 
官能基とは、有機物質特性を決定する分子団のことで、官能基種類により有機物の特

性がおおよそ決定される。 
代表的な官能基とそれぞれの特性を表１に示す。 
 
極性を有する官能基は、水によく溶ける（親水性）が、疎水性とよばれる部分（炭

化水素）が増えて、長くなるにつれ徐々に親水性の特性はなくなり疎水性となる。 
極性（分極）により分子間力が大きくなり、その物質の沸点は高くなる。 
沸騰させるために温度を上げ熱ｴﾈﾙｷﾞｰを物質に与え分子間力を断ち切る温度が沸点で

あるが、分子量の近い物質を比較すると、極性物質の方が沸点の高いのが分かる。 
（表２） 
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表 1.官能基の種類と特性 

 
表 2.分子量と沸点 

 物質名    分子量    沸点（℃） 
ﾒﾀﾝ CH4   16  －162 

       水H2O   18  ＋100 
 
       ｴﾀﾝ C2H6   30  －89 
       ﾒﾀﾉｰﾙ CH4O   32  ＋65 
                

 
４．脂肪族炭化水素有機物のﾈｰﾐﾝｸﾞについて 
脂肪族炭化水素の炭素間の結合（単結合、２重結合、３重結合）によりそれぞれ 
語尾を変えてﾈｰﾐﾝｸﾞされる。 

１）ｱﾙｶﾝ類：単結合（語尾－ｱﾝ） 
炭素数    １   ２   ３   ４   ５   ６   ７    ８ 
ｱﾙｶﾝの名称  ﾒﾀﾝ  ｴﾀﾝ  ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ  ﾌﾞﾀﾝ  ﾍﾟﾝﾀﾝ  ﾍｷｻﾝ  ﾍﾌﾟﾀﾝ  ｵｸﾀﾝ 
  

２）ｱﾙｹﾝ類：２重結合（語尾－ｴﾝ） 
炭素数    １   ２   ３   ４   ５   ６   ７    ８ 
ｱﾙｹﾝの名称  なし  ｴﾃﾝ  ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ﾌﾞﾃﾝ  ﾍﾟﾝﾃﾝ  ﾍｷｾﾝ  ﾍﾌﾟﾃﾝ  ｵｸﾃﾝ 

            （ｴﾁﾚﾝ） 
 
 
 

官能基 大まかな特性 例 
水酸基 －OH 極性があり、親水性物質が多い ﾒﾀﾉｰﾙ、ｴﾀﾉｰﾙ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ 
ｱﾐﾉ基 －NH2 極性があり、親水性物質が多い ｴﾁﾙｱﾐﾝ、ｱﾆﾘﾝ 
ｶﾙﾎﾞﾆﾙ基 －CO― 極性があり、炭素数により親水

性、疎水性に分かれる 
ｱｾﾄﾝ、ｴﾁﾙﾒﾁﾙｹﾄﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄ  ゙

ｶﾙﾎﾞｷｼﾙ基 －COOH 極性があり、炭素数により親水

性、疎水性に分かれる 
酢酸、酪酸、ｷﾞ酸、安息香酸 

ﾌｪﾆﾙ基  －C6H5 無極性で、疎水性。 ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ 
ﾒﾁﾙ基  －CH3等 疎水性 ｱｾﾄﾝ（ｼﾞﾒﾁﾙｹﾄﾝ）、IPA 
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３）ｱﾙｷﾝ類：３重結合（語尾－ｲﾝ） 
炭素数    １   ２   ３   ４   ５   ６   ７   ８ 
ｱﾙｷﾝの名称  なし  ｴﾁﾝ  ﾌﾟﾛﾋﾟﾝ  ﾌﾞﾁﾝ ﾍﾟﾝﾁﾝ  ﾍｷｼﾝ  ﾍﾌﾟﾁﾝ ｵｸﾁﾝ 
          （ｱｾﾁﾚﾝ） 
 

５．ｱﾙｶﾝ類に官能基を結合させた物質 
１）ｱﾙｶﾝ類に水酸基OHを結合させた場合、語尾がｵｰﾙに変化しｱﾙｺｰﾙとなる 
炭素数  １   ２    ３     ４    ５    ６  ・・・ 
名称  ﾒﾀﾉｰﾙ  ｴﾀﾉｰﾙ  ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ  ﾌﾞﾀﾉｰﾙ  ﾍﾟﾝﾀﾉｰﾙ  ﾍｷｻﾉｰﾙ ・・・ 

２）ｱﾙｶﾝ類にｱﾐﾉ基NH2を結合させた場合、語尾がｲﾙｱﾐﾝに変化しｱﾐﾝ類となる。 
 炭素数  １   ２    ３     ４    ５    ６ ・・・ 
 名称  ﾒﾁﾙｱﾐﾝ ｴﾁﾙｱﾐﾝ  ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ  ﾌﾞﾁﾙｱﾐﾝ ﾍﾟﾝﾁﾙｱﾐﾝ ﾍｷｼﾙｱﾐﾝ ・・・ 
 
６．ﾍﾞﾝｾﾞﾝ（ﾌｪﾆﾙ基）にその他の官能基や原子を結合させた物質 
  結合基   Br     Cl     NO2    OH   CH3   NH2 
  名称  ﾌﾞﾛﾓﾍﾞﾝｾﾞﾝ  ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ  ﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ  ﾌｪﾉｰﾙ   ﾄﾙｴﾝ   ｱﾆﾘﾝ 
 
７．ﾍﾞﾝｾﾞﾝに複数の官能基や原子が結合した物質 
結合基   Br２個    Cl２個    Br、NO2   Br、OH  ・・・ 
名称   ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾍﾞﾝｾﾞﾝ ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ  ﾌﾞﾛﾓﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ  ﾌﾞﾛﾓﾌｪﾉｰﾙ ・・・ 

 
 結合する原子（原子団）の個数を頭につけてﾈｰﾐﾝｸﾞする。 
 数は以下のように数えることが化学界では決められている。 
 
 個数  １個    ２個    ３個   ４個   ５個   ６個   ７個 
      ﾓﾉ     ｼﾞ     ﾄﾘ    ﾃﾄﾗ   ﾍﾟﾝﾀ   ﾍｷｻ   ﾍﾌﾟﾀ 
 
よって、ﾍﾞﾝｾﾞﾝに Brが３個結合した物質は、ﾄﾘﾌﾞﾛﾓﾍﾞﾝｾﾞﾝ、とよぶ。 
Cl３個ならば、ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ である。 
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８．発展学習 
前項７．について、分かりやすくするため名称は単純化したが、実際はﾍﾞﾝｾﾞﾝのどの

位置に官能基、または原子が結合しているかにより、接頭に ｵﾙﾄ（o）、ﾒﾀ（m）、 
ﾊﾟﾗ（p）が付く。（図１） 
また、官能基や原子の種類により、結合しやすい箇所とそうでない箇所がある（図２）。 
これを配向性というが、結合しやすい箇所により、ｵﾙﾄ配向性、ﾒﾀ配向性、ﾊﾟﾗ配向性

という。 
図１を使用し、ﾌｪﾉｰﾙを例として次の原子がどこに結合するかを説明します。 
水酸基 OHの酸素原子 Oには結合に関与していない電子（非共有電子対）があり実は
この電子対はﾍﾞﾝｾﾞﾝ環の方へ流れﾍﾞﾝｾﾞﾝ環のπ電子と共鳴し合っています。 
これを水酸基（酸素原子）の共鳴効果（ﾒｿﾒﾘｰ効果、M効果）といます。 
その効果により電子過剰となったﾍﾞﾝｾﾞﾝ環上では、過剰分がｵﾙﾄ位とﾊﾟﾗ位にあらわれ

負の電荷を帯びる状態になります。 
正の電荷を帯びた原子や原子団が近くに存在すると、ｵﾙﾄ位とﾊﾟﾗ位に結合します。 
たとえば、正の電荷を帯びた NO2+が存在した場合、ｵﾙﾄ-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾊﾟﾗ-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ、
となる。 
また、負の電荷を帯びた原子が近くに存在すると、ﾒﾀ位が電子過剰でないため、こ

の箇所に結合することになる。 
たとえば、塩素ｲｵﾝ Cl-が存在した場合、ﾒﾀ-ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙとなる。 
負に帯電したｵﾙﾄ、ﾊﾟﾗではどちらが優先されるのか、という問題もあるが、この場

合、水酸基OHではなく、ｴﾄｷｼ基（OC2H5）などの大きな官能基が付いている場合な
どは、嵩だかいために空いているﾊﾟﾗ位が優先的に結合することとなる（立体障害）。 
６個の椅子がある場合、空間があり座りやすい位置に座ろうとする心情と同じと言

える。 
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今回は、代表的な有機物に絞ったが、ﾈｰﾐﾝｸﾞ、結合箇所含め、暗記せずに理論から解

釈すれば複雑にはならず理解の助けになるのではないかと思われます。 
 
 
 
 
 

次回は、有機物の反応とその機構です。 

 
 

                       つづく 
 
 


